
＜夏休み特別企画を実施しました！＞ 

平成 29年 8月、戦争体験を次の世代に伝え、平和の大切さを学んでいただくために、
夏休み特別企画として、小中学生を対象に「戦争体験談を聞く会」、一般の方向けに「専

門家による特別講座」を開催いたしました。

○戦争体験談を聞く会 

 戦争を経験された語り手の体験談を聞いていただき、その後、スタッフの案内で資料

館の見学を行いました。また、参加した小中学生にはワークシートを使って戦争や平和

について考えてもらいました。

<概要> 

開催日 8月 2日（水）
語り手 中野見夫（78歳）
体験談の内容

 生家に遺体が安置された

り、3歳の長男を川で亡くし
たりした体験などから命の

大切さを語った。

開催日 8月 5日（土）
語り手 橋本克巳（81歳）
体験談の内容

 満州からの帰還途中で家

族を亡くし、当時 10 歳で
ただ一人で帰国した悲劇を

語った。

開催日 8月 6日（日）
語り手 佐藤誠治（83歳）
体験談の内容

 浜松市に居住していた時

や疎開先で体験した浜松空

襲・機銃掃射等を語った。

開催日 8月 9日（水）
語り手 斉藤孝（86歳）
体験談の内容

 戦中戦後の厳しい暮らし

と戦争の悲惨さを語った。

開催日 8月 15日（火）
語り手 都築基雄（86歳）
体験談の内容

 豊川海軍工廠への学童動

員や大空襲での遺体収集作

業の体験を語った。

開催日 8月 16日（水）
語り手 原宜子（82歳）
体験談の内容

 国民学校での体験や学童

疎開について語った。

開催日 8月 19日（土）
語り手 高山孝子（81歳）
体験談の内容

 学童疎開や空襲を体験し

た当時の厳しい生活を語っ

た。

開催日 8月 20日（日）
語り手 吉田理（85歳）
体験談の内容

 大空襲によって公園の隅

に積まれた死体の山を見て

戦争の恐ろしさを知った体

験を語った。



＜写真＞

【参加者の声（アンケートより一部抜粋）】

「命の大切さを学べてよかった。」

（11歳 女性）
「“偉くならなくていい、優しい人になりなさ

い、尊敬される人になりなさい”という言葉

にとても感銘を受けました。」（15歳、女性）

「日本もこういう時代があってこの今の

 日本があることをありがたく思った。」

（12歳、男性）
「体験者に聞かなければわからないこと

がたくさんあってよかったと思う。」

（13歳 男性）

「テレビで見る時より戦争の状況がより鮮明に

うかびあがってきて、戦争の恐ろしさがとても

つたわってきた。もっとたくさんのお話をきき

たい。」         （15歳 女性）



○専門家による特別講座

「専門家による特別講座」では、各分野の専門家の方をお招きし、この地域の戦争に

ついて三つのテーマで講演していただきました。

＜概要＞

＜写真＞

開催日 8月 12日（土）
講師 西形久司（東海高等学校 教諭）

テーマ 「学童疎開とは何であったのか －子供たちの「戦闘配置」－」

講座内容 「学童疎開は帝都学童の戦闘配置にほかならない」という東京都長官の

発言のもと、子供たちを待ち受けたものについて愛知県の事例を中心に振

り返った。

開催日 8月 11日（金・祝）
講師 伊藤厚史（名古屋市教育委員会文化財保護室 学芸員）

テーマ 「発掘・発見！愛知・名古屋の戦争遺跡」

講座内容 遺跡の発掘調査で見つかった軍事施設や防空壕の跡、山林や神社などで

見つかった軍事施設の跡や石碑などを紹介した。

開催日 8月 13日（日）
講師 笠井雅直（名古屋学院大学 教授）

テーマ 「軍需工業都市名古屋の民需転換」

講座内容 三菱重工業等に代表される名古屋の航空機生産は、敗戦後その技術を応

用し、二輪車・四輪車分野へ参入した。当時の企業間競争について振り返

った。



「父が三菱につとめておりましたので、三菱の事を教えて頂き有りがたく思いました。」

（74歳、女性）
「体験者であるが、「疎開」についての 背景経緯など知ることが出来大変有益であった。」

（年令・性別記載なし）

【参加者の声（アンケートより一部抜粋）】

終わりに・・・ 

今回、企画全体で 260名を超える方々にご参加いただきました。たくさんのご応募な
らびにご来館ありがとうございました！

愛知・名古屋 戦争に関する資料館では、常時、戦争体験ビデオの上映を行っているほ

か、平和学習用の資料及び語り部の映像などの貸出や、5名以上の団体による団体見学
なども受け付けております。詳細はホームページをご覧いただくか、資料館までお問い

合わせください。

「普段なかなか気づかない戦争遺跡に

ついて、図や写真を用いて詳しく伺う

ことができ、これから新たな視点で街

を歩くことができそうです。」（女性）

「大変興味深く聴かせていただきました。

 時間が足りなくてもっともっとお聴きし

たいと思いました。」（44歳 男性）


